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CALCOMPからLIPS3への変換ライブラリの作成

CAIJCOMPtoLIPS3convertlibrary

山 川 純 次 (JunjiYamakawa)*

CALLIP,aCALCOMPcompatibleFortran77libraryuslngtheCanonLIPS3pagedescriptionlan-
guage,hasbeenwritten･As aresult,thegraphicoutputofprogramswithCALCOMPplottingroutines
usedforcrystalstructureanalyses,suchasORTEP2,Rietveldanalysesandotherscanbeusedunder

theprinterequlppedwithLIPS3PDLThedetailsofthelibrarywasglVenWithsomegraphicexamples.
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Ⅰ.はじめに

鉱物学や結晶学の研究者が使用する計算機プログラムの

多くは作図の際に米 Nebra5ka-Lincoln大学によって開

発されたCALCOMPライブラリを利用することを前提

に作成されている｡したがって作図結果を出力する際に

はCALCOMPプロッタまたはその互換機が必要になる｡

しかし､このCALCOMPライブラリが備えている作図

命令をレーザプリンタ等が備えている作図命令 (ページ

記述言語,PageDescriptionLanguage,PDLと呼ばれ

る)に変換するライブラリを作成すれば､これらのプロ

グラムの作図結果をそのプリンタで行うことができる｡

このような働きをするプログラムをCALCOMP互換ラ

イブラリと呼ぶ｡今回､Canon製レーザプリンタのPDL

であるLIPS3(LちPImageProcessingSystem:Canon,

1990)を使ったCALCOMP互換ライブラリCALLIPを

作成したのでこれを報告する｡

Ⅱ.CALLIPの概要

cALLIPは､Fortran77で記述された約30のサブルーチ

ンから構成されている｡各サブルーチンをライブラリの

中での役割により分類すると次の様になる｡

1.ユーザーサービスサブルーチン

(a)CALCOMP互換サブルーチン

(b)CALCOMP準拠サブルーチン

(C)特殊サブルーチン
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2.内部サブルーチン

(a)LIPS3サブルーチン

(b)絶対座標管理サブルーチン

これらのサブルーチンはCALCOMPライブラリを使

用するように設計されたプログラムから呼び出された場

合はCALCOMPライブラリと同様に機能する一方で､

CALCOMPプリンタに対する作図命令をLIPS3の命令

に変換する｡

1.のユーザーサービスサブルーチンはCALCOMPと

の互換性を提供するサブルーチンである｡(a)は引数の

個数と順番をCALCOMPライブラリに完全に合わせて

ある｡(b)は引数の持つ意味が CALCOMPライブラリ

と異なっている｡そのため純正CALCOMPライブラリ

を使用しているプログラムで使用する場合､修正が必要

なサブルーチンである｡(C)はこのライブラリ独自のルー

チンでオリジナルのCALCOMPライブラリには備わっ

ていなかった幾つかの新 しい機能を提供している｡

2.の内部サブルーチンは､このライブラリでの内部処

理､すなわちプリンタの初期設定や終了処理､LIPS3希り

御コー ドの出力､数値の LIPS3表現への変換､絶対座

標管理などをおこなうルーチンである.通常の使用にお

いてこれらのサブルーチンがユーザから直接呼び出され

ることは無い｡
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Ⅱ.CALLIPの利用

このライブラリを利用 して作図プログラムを移植､ある

いは開発する方法には次のものがある｡一つは作図プロ

グラムのソースコー ド中にこのライブラリのソースコー

ドを連結 し､一気にコンパイルとリンクを実行する方法

である｡この方法は手軽な反面､コンパイルやリンクに

余計な時間がかかる｡もう一つは､このライブラリをあ

らかじめオブジェクト形式に変換しておき､作図プログ

ラムのオブジェクト形式とリンクする方法である｡コン

パイルや リンクの時間は減少するが､ソースコー ドの分

割コンパイルを伴うので､Makefile等でコンパイルやリ

ンクを管理したり､ライブラリ管理プログラムを使う必

要が生 じる｡多少扱いが煩雑になり一般的ではないが､

熟練 したプログラマにはこちらの方法が好まれるようで

ある｡

このライブラリを使用 した作図プログラムによる出力

は "scratcll.lps"という名前のファイルにLIPS3PDL

として書き出されるので､これを LIPS3が利用可能な

プリンタに転送すれば作図が実行される｡

なお､CALLIPは著者によりフリーソフトウェアとして

提供される｡著者に連絡していただければ､ソースコー

ドを無償で提供する｡ただしcALLIPの利用に伴って発

生するいかなる責任も著者は負わない｡
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